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鶴岡市商工観光部商工課



はじめに

１ 目的

補助金の効果検証及び今後の創業支援施策の検討を目的に実施するもの。

２ 調査対象者

令和3年度から令和７年度までに、新規創業促進助成金、新規創業支援等補助金

の交付を受けた者 144 者

３ 調査方法

Google formによるオンラインアンケート

4 調査期間

令和８年3月30日～4月15日

５ 回答者数、回答率

回答者数 44者 、 回答率 30．6％

（法人8者、個人36者からの回答）

※回答者の業種は右の円グラフのとおり
「食品製造」は惣菜店、菓子店など

「美容業」にはエステティック、リラクゼーション業など
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2.3%主たる業種（n=44）

02_建設業

03_バイオ

04_製造業

05_食品製造

07_小売

08_製造小売

10_技術サービス業

11_飲食業

13_美容業

14_整体院

15_美容師・理容師

16_医療・福祉

19_その他サービス業



創業年度、性別、創業時の年代、販売先・顧客について

〇代表者の年代は40代が半数を占め、次点が30代となっており、社会人・業務経験等を経てからの新規創
業が多いものと推察される。

〇性別については男女差がほとんどなかった。

〇販売先・顧客は、７0.5％がBtoCとなっている。
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商工団体の会員状況、事業の継続状況について

〇50％以上の事業者が商工団体（鶴岡商工会議所、出羽商工会又は両方の商工団体）に加入している。

〇事業の継続状況については同業種での継続が97.7％。他業種の展開も2.3％確認できた。
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鶴岡商工会議所の会員である

出羽商工会の会員である

鶴岡商工会議所・出羽商工会両方

の会員である

会員ではない

創業時と同様の業種で

事業継続している
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創業時の業種と合わせて別事業

にも展開し事業継続している
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事業の継続状況（n=44）



売上、採算状況、業況について①

〇月間売上については４５．５％が50万円未満である一方、500万円超の売上の事業者は6.8％いることがわかっ
た。

〇売上状況は増加傾向、横ばいで9割以上を占めている。

〇採算状況は61.4％が黒字基調である。
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売上、採算状況、業況について②

〇現在の業況について、「良い」、「やや良い」と回答した事業者は62.8％だった。

〇売上の今後の予想は、「増加する」と回答した事業者は60.5％だった。
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売上の今後の予想（n=43）

増加する 現状と変わらず 減少する



従業員について

〇現在の従業者数は１人（本人のみ）が59.1％となっており、４割以上は従業員を雇用している。

〇従業員数の今後の方針については、７５．0％は現状と変わらず、22.7％が増やすと回答した。（なお、従業
員数が１人（本人のみ）で「増やす」と回答した事業者は３者いた。）
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従業員数の今後の方針（n=44）

増やす 現状と変わらず 減らす



事業を始めてよかったこと

〇「自由に仕事をできた」が最も多く、次いで「仕事の経験・知識や資格を生かせた」、「自分の技術やアイデア」
を試せた」といった創業前のスキル、経験を生かせたといった内容が多い結果となった
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収入が予想以上に増えた

転勤がない

自分や家族の健康に配慮できた

自分が自由に使える収入を得られた

収入が予想どおり増えた

同じ趣味や経験を持つ仲間が増えた

時間や気持ちにゆとりを持てた

家事や仕事を両立できた

年齢や性別に関係なく仕事ができた

個人の生活を優先できた

自分の趣味や特技を生かせた

人と社会と関わりを持てた

空いている時間を活用できた

社会の役に立つ仕事ができた

事業経営を経験できた

自分の技術やアイデアを試せた

仕事の経験・知識や資格を生かせた

自由に仕事ができた
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事業を始めてよかったこと（n=202）※複数選択可



事業を行う上での課題

〇突出して多いのは、「売上を安定的に確保しづらい」、「病気やけがになった場合の対応が難しい」の２点と
なっている。

〇先の質問【事業を始めてよかったこと】では、「自由に仕事をできた」が最も多かった一方、「業務に対する対
価（代金や報酬）が低い」、「就業時間が長い」といったある程度自身の裁量で決定する対価、就労時間上の課
題も比較的高い結果となっている。
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仕事の打ち切りや一方的な縮小がある

仕事の質や成果に対して過大な要求を受ける

顧客との良好な人間関係を築くのが難しい

納期が短い

社会保障制度が手薄である

相談相手がいない

資金の調達が難しい

対価（代金や報酬）を受け取るまでに長期間かかる

税金や保険などの手続きが面倒である

就業時間が長い

業務に対する対価（代金や報酬）が低い

病気やけがになった場合の対応が難しい

売上を安定的に確保しづらい
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事業を行う上での課題（n=123）※複数選択可



〇「補助金制度、融資制度の実績」が最も多く、次いで「税務・法律関係の相談の充実」が多い結果となった。

〇上記資金面・ノウハウ面での支援を求める一方で、「空き店舗情報の提供」といった、事業基盤・環境といっ
た係る情報提供も求められる支援としては高いことが確認された。

起業・創業する際にあったらよいと思う支援策
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技術やスキルなどを向上させる機会の充実

シェアオフィス・コワーキングスペースの充実

同業者や創業者と交流できるネットワーク等の整備

創業後の販路拡大に対する支援

空き店舗情報の提供

事業資金の調達に関する支援

税務・法律関係の相談の充実

補助金制度、融資制度の充実

0 5 10 15 20 25 30

起業・創業する際にあったらよいと思う支援策（n=119）※複数選択可
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